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)

は
時
に
〈
如
来
蔵
〉
を
説
く
経
典
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
果
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
如
来
蔵
説
と
い
っ
て
も
、
〈
如
来
蔵
〉
の
語
が

言
及
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
一
回
で
、

し
か
も
、
同
経
に
諸
本
、
諸
訳
現
存
す
る
う
ち
、
特
定
の
も
の
に
き
り
現
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
わ

ざ
わ
ざ
取
上
げ
る
に
も
及
ば
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
語
を
説
く
必
然
性
は
、

そ
の
語
を
含
む
品
た
る
「
分
別
一
二
身
品
」
自
体

の
叙
述
に
あ
り
、

そ
の
品
は
「
金
光
明
経
』
の
発
展
増
広
の
過
程
に
お
け
る
挿
入
部
分
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
か
ん
が
み
、

ーコ

に
は
、
如
来
蔵
説
の
挿
入
が
、
同
経
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
第
二
に
、

そ
の
如
来
蔵
説
は
、
如
来
蔵
説
の
発
展
の
中
で

ど
の
段
階
の
も
の
を
示
す
か
、
と
い
う
こ
つ
の
観
点
か
ら
、

こ
こ
で
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
実
質
的
に
は
「
分
別
一
二
身
ロ
巴
の

79 

全
体
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
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「
分
別
三
身
品
」
を
含
む
の
は
、
次
の
四
訳
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
現
存
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
は
、
曇
無
識
訳
の
「
金
光
明
経
」
(
大
正
蔵

(
北
京
版

Z
0
・
8
6
ゃ
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
第
三
(
北
京
版

Z
0
・
可
∞
)
と
共
に
、

乙
の
品
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
上
述
四
訳
と
別
系
統
で
、
お
そ
ら
く
古
型
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
上
述
四
訳
の
う
ち
、
川
wは

ωか
ら
の
訳
で
(
漢
文
重
訳
)
、
両
者
岡
本
で
あ
る
が
、

出
入
も
あ
り
、
文
章
も
逐
一
同
じ
で
は
な
い
の
で
、

一応、

ω、
ωは
そ
れ
と
比
べ
て
、
他
の
諸
品
で

こ
の
品
に
関
し
て
は
三
系
統
の
異
本
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、

ωと
ωと
い
う
二
種
の
漢
訳
を
比
較
す
る
と
、

ωす
な
わ
ち
義
浄
訳
は
、
品
ご
と
に
訳
語
が
不
統
一
で
、

そ
の
理
由
は
多

分
、
旧
来
訳
の
あ
っ
た
部
分
は
そ
の
訳
語
を
踏
襲
し
た
ら
じ
く
、
特
に
そ
れ
が
、

ωす
な
わ
ち
惰
の
宝
貴
の
編
集
本
中
、
真
諦
訳
に
か
か

五
、
六
、
九
の
四
品
)
に
お
い
て
著
し
い
。
今
問
題
と
し
て
い
る
第
三
品
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

げ
る
と
、
義
浄
は
一
般
に
「
真
如
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い
る

Jazz-
に
対
し
、

る
部
分
(
同
訳
の
第
三
、

一
例
を
挙

と
の
第
三
品
で
は
、

真
諦
訳
に
従
っ
て
「
如



如
」
の
語
を
も
っ
て
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

ι回
日
召

m
g
g
g
g包
E
・
に
対
し
、

別
の
品
で
は
「
勇
進
三
摩
地
」
と
訳
す
が
、

乙
こ

で
は
、
真
一
諦
訳
同
様
に
「
首
梼
厳
三
昧
」
を
用
い
て
い
る
乙
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
時
に
、
同
じ
第
三
品
で
も
後
半
に
な
る
と
、
何

故
か
訳
語
が
変
り
、

「
独
覚
」
(
真
一
諦
訳
は
「
縁
覚
」
)
「
傍
生
」
(
同
「
畜
生
」
)
「
六
波
羅
蜜
多
」
(
同
「
六
波
羅
蜜
」
)
な
ど
の

「
真
如
」

例
に
出
会
う
。
義
浄
訳
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
こ
の
第
三
品
に
つ
い
て
も
存
在

し
た
で
あ
ろ
う
乙
と
は
、

こ
れ
ら
の
漢
訳
と
無
関
係
に

ωの
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
以
下
仲
を
除
く
三

訳
を
材
料
と
し
て
、
論
を
す
す
め
る
ζ

と
に
し
た
い
。

『金光明経」の如来蔵説

さ
て
、
〈
如
来
蔵
〉
に
言
及
す
る
箇
所
と
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

川
(
大
正
歳
、

Z

0
・白
2
・
4
0
H
・同∞・

ω
白血血)

善
男
子
、
是
身

(
1法
身
)
因
縁
境
界
処
所
果
。
依
於
本
、
難
思
量
故
。
若
了
義
説
、
是
身
即
是
大
乗
。
是
如
来
性
、
是
如
来
蔵
。
依
於
此
身
、
得
発

初
心
。
修
行
中
心
而
得
顕
現
。
不
退
地
心
亦
皆
得
現
。
一
生
補
処
心
、
金
剛
之
心
、
如
来
之
心
、
而
悉
顕
現
。
無
量
無
辺
如
来
妙
法
、
皆
悉
顕
現
0

・:

凶
(
大
正
蔵
、

zoa
出品目・

4
0
-
-
g
-

品O
U
口
)
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善
男
子
、
是
身
因
縁
境
界
処
所
果
。
依
於
木
、
難
思
議
故
。
若
了
此
義
、
是
身
郎
是
大
乗
、
是
如
来
性
、
是
如
来
蔵
。
依
於
此
身
、
得
発
初
心
。
修
行

地
心
而
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顕
現
。
不
退
地
心
亦
皆
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0
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∞
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宮
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σσuコ
H島田件。

¥
g
H
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5即日仏
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宮
正
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WM可
白
砕
百
九
げ
回
全
HHVぬ同
FH円
ぴ
同
色
白
内
何
回
宵
可
申

σ同
mn日
向
性
的
忌
口
向
田
匂
回
目
印
開
口
凶
田
宮
E
8
5帥

円
四

E
E
D
H』
o
-
S
U
E官
立
p
p
o
E田山口

a
E
門

H
O
Z
F
E
思
叩
向
ω
官
官
仏
関
口
世
田
宮
吋
E

S
宮
口
宮
町
宮
ぴ
百
伊
¥
品
。

σ岳山口

mu日
開
田
宮
E

色白
B
宮
古

nFD田
Z
E仏
E
E
四円向島
ω
S
E
宮

S
2
5
口同《
HF円
可
岳
山
田
町
r
c
p
円H
E
Y】
u
E口
宮
司

vmM己
同
門
D
¥
¥

(
善
男
子
ょ
、

ζ

の
身
〔
l
法
身
寄
白
片
岡
H5
・E

E〕
は
因

Z
Z
・
行
境

m
o
s
s
-
依
処
己
E

E
で
あ
り
、
か
っ
、
〔
乙
の
〕
根
本
自
体
に
依
存
す

る
二
果
で
も
あ
っ
て
、
〔
ま
こ
と
に
〕
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
明
ら
か
に
知
れ
ば
、
そ
の
身
自
体
が
大
乗
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
如
来
の
自
性

寄
与
E
S
で
あ
り
、
如
来
蔵

S
S削
E
S官
号
宮
で
あ
っ
て
、
そ
の
身
に
依
止
し
て
、
初
発
心
官
三
宮
B
R
E
D片
Z
E
と
、
地
を
浄
化
す
る

地
よ
り
退
転
し
な
い
心

J
g
g
u
T雪印日
S
2
-
E
'
n目
立
釦
も
ま
た
顕
現
し
、

一
生
補
処
に
住
す
る
心

J
E
}削丘
u
g昨日
E
E
E
E帥
H
E
-
a
3白
と
金
剛
除
一
一
一
抹
4
と
円
。
宮
B
白
血
血
包
芭
}
岡
山
と
如
来
の
密
音
山
根
S
S
M伺白
H
U
U
3
も
ま
た
顕
現
す
る
。
如
来
の
無
量

(
4〉

無
数
の
す
べ
て
の
正
法
も
ま
た
顕
現
す
る
。
)

心

J
F口同
HH山
富
岡
山
宮
吋
留
守
円
目
立
白
が
顕
現
し
、

来
蔵
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
は
如
来
の
〈
法
身
〉
の
説
明
中
に
あ
る
文
で
、
説
明
は
な
お
続
く
が
、
乙
こ
で
、
法
身

H
大
乗

H
如
来
性
(
如
来
の
自
性

)
H如

「
宝
性
監
に
お
い
て
確
立
せ
ら
れ
た
如
来
蔵
本
質
論
で
、
如
来
蔵
思
想
の
要
め
と
で
き
一
一
一
口
う
べ
き
所

説
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、

た
と
い
一
箇
所
の
一
言
及
で
は
あ
っ
て
も
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
法
身
の
説
明
は
直
ち
に
如
来
蔵
の
説

明
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
続
く
部
分
で
も
「
宝
性
論
」
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
如
来
蔵
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
法
身
説
は
、
三
種
仏
身
の
一
と
し
て
関
説
さ
れ
て
お
り
、
三
種
仏
身
も
ま
た
如
来
蔵
説
の
主
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、

に
見
ら
れ
向
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
は
こ
の
品
全
体
が
如
来
蔵
説
に
関
わ
り
あ
う
道
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
経
の
順
序

ハ
7
)

を
逐
っ
て
、
三
身
説
と
如
来
蔵
説
の
有
機
的
な
関
連
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
宝
性
論
」



「
金
光
明
経
」
の
仏
身
説
は
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
原
語
を
推
定
す
る
と
、

そ
の
叙
述
の
順
序
に
従
え
ば
、
化
・
応
・
法
の
三
身
で
、

そ

れ
ぞ
れ
、
回
目
同
居
間
口
回
目
円
削
ヨ
r
g
s
σ
F
O何回目内削可
m
r
a
F常
日
田
町
山
可
別
で
あ
る
。

そ
し
て
、

乙
の
三
身
は
、

「
前
二
種
身
、
是
仮
名
有
。
此
第
三
身
、
是
真
実
有
。
為
前
二
身
、
而
作
根
本
」
(
(
N
)

ち
き
1

H

)

g

N

口
)
「
前
二
身
は
仮
設
せ
ら
れ
た
だ
け
の
も
の

(
玄
白
官
官
件
g
B
H
J
S』
図
書
号

2
白
)
で
あ
る
。
法
身
は
真
実
有
(
吋
E
E
m
宮
日
げ
HMgと
で
あ
り
、
そ
の
二
身
の
根
本
(
関
田
町
向
日
自
己
釦
)

「金光明経」の如来蔵説

た
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
(
と
H
Y
M

∞w
A

F

・日・)

と
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
〈
合
真
開
応
〉
の
三
身
説
で
、
原
則
的
に
は
、

〈

9
〉

三
身
説
に
近
い
。

そ
の
名
称
と
共
に
、

『
宝
性
論
』
な
い
し
は
『
荘
厳
経
論
」
の

さ
て
、
経
は
虚
空
蔵
菩
薩

(
E
B
B
-岳
品
目
白
回
目
ロ
宮
U
間
E
S岡
田
与
宮
)
の
、
「
菩
薩
は
如
何
に
し
て
如
来
た
ち
の
甚
深
な
る
密
意
(
企
O
B

宮

b
g
z
s
σ
宮
H
長岡由
guvH円
bgu記
)
を
如
法
に
修
行
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
世
尊
の
解
答
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
る
。
(
官
)

ま
ず
は
じ
め
は
「
三
身
の
分
別
」

a
N
)

で
あ
る
。

第
一
の
〈
化
身

V
と
は
仏
が
修
行
に
よ
っ
て
得
た
自
在
力
に
よ
り
、
衆
生
の
能
力
に
応
じ
て
、
時
処
に
応
じ
て
、
程
々
に
身
を
現
わ
す
。

こ
れ
が
化
身
で
あ
る
。
第
二
に
〈
応
身
〉
と
は
、
諸
菩
薩
の
た
め
に
、
第
一
義
一
諦
を
説
く
も
の
で
、
真
理

(
E
S
官
民
品
1
8
q印
筒
)
と

真
如
の
智
(
含
宮
窓
口
虫
色
耳
目

3
u
g
H
S同
E
g
g
E
)
と
に
従
お
う
(
相
応
如
如
・
如
如
智
)
と
の
願
力
に
よ
り
、
一
二
十
二
大
人
相
な
ど

83 

を
具
備
し
て
顕
現
す
る
。

こ
の
教
え
は
生
死
と
浬
繋
の
同
一
味
に
基
づ
き
、

一
切
の
仏
法
の
根
本
で
あ
る
。
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第
三
に
八
法
身

V
と
は
、
煩
悩
蔵
を
離
れ

3
8
3
E
密封

S
4宮
町
H
E
W
S
)

一
切
善
法
を
成
就
す
る
故
に
、
法
の
真
実
(n
吉
田
}
笠
宮

5
0
白
血
凶
広
H
S
R自
己
忠
君
曲
)
と
如
実
智
(
可
思
島
高
官
臣
官
品
。
曲
目
u
g
g音
色
自
国
曲
)
の
み
が
存
す
る
も
の
、

そ
れ
が
〈
法
身

V
で
あ
る
。

乙
れ
は
前
二
身
の
所
依
た
る
も
の
と
し
て
真
実
在
で
あ
る
。

ζ

乙
で
八
法
の
真
実

V
と
八
如
実
智
V
と
あ
る
の
は
、

さ
き
に
八
真
理
〈
諦

)
Vと
八
真
如
智
〉
と
言
っ
た
も
の
に
対
応
す
べ
く
、

乙
れ

は
両
漢
訳
が
両
方
を
と
も
に
「
如
如
」
と
「
如
如
智
」
と
訳
し
て
い
る
と
ζ

ろ
か
ら
知
ら
れ
る
。
後
者
は
ま
た
〈
無
分
別
智

V
(白
iz--

宮
古
削

E
)
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。

つ
づ
け
て
、
経
は
、

乙
の
〈
法
の
真
実

V
と
八
真
如
智
V
と
い
う
ニ
点
を
め
ぐ
っ
て
、
法
身
の
性
格
を
再
説
す
る
。
(
曲

ω)
す
な
わ
ち
、

諸
仏
は
自
他
利
を
完
成
し
た
も
の
な
g
宮
B
5
H
g
g
B宮
E
と
で
あ
る
が
、
〈
法
の
真
如
V
2
E
H自
民
白
吾
白
筋
・
「
法
如
如
」
、
前
の
〈
法

の
真
実

V
に
相
当
)
に
よ
っ
て
自
利
業
、
〈
真
如
智
〉
に
よ
っ
て
利
他
業
が
あ
る
。
し
か
し
、

乙
の
二
は
分
ち
が
た
い
も
の
で
、

ζ

の
ニ

そ
れ
故
仏
業
を
現
ず
る
た
め
の
願
力
所
生
の
応
化
ニ
身
は
、
法
の
真
如
と
、
真
如
智
そ

に
よ
っ
て
如
来
の
無
量
無
辺
の
仏
業
が
生
ず
る
。

れ
自
体
と
し
て
の
法
身
の
〈
影
像
〉

(
m
g
m
m
v
s
g
H
M
L
E
E
)
で
あ
る
。

以
上
の
乙
と
を
仏
身
論
の
立
場
か
ら
ま
と
め
る
と

¥
法
真
如
/
寸
応
身
:
・
第
一
義
諦
、

法

身

/

¥

一

/
真
如
智
べ
「
化
身
:
・
種
々
法
門
、
種
々
身
味

と
い
う
こ
と
で
、
法
身
は
理
智
不
二
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
そ
の
中
に
、

理

(
H真
如
)
と
智
(
真
如
智
)
が
区
別
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
、

乙
の
両
側
面
の
分
離
が
早
晩
結
果
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

=
r
-
J
、

み
J
・サ

'
1
L

自
利
と
い
う
以
上
、

そ
こ

K
さ
と
り
が
予
想
さ

れ
、
さ
と
る
の
は
智
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
〈
法
身
V
と
い
え
ど
も
仏
と
し
て
さ
と
り
と
い
う
契
機
を
無
視
出
来
な
い
と
い
う
こ



と
、
換
言
す
れ
ば
、
〈
法
身
〉
は
ハ
真
理

V
、
法
そ
の
も
の
と
一
体
と
な
っ
た
仏
で
、
法
H
仏
で
は
あ
る
が
、
さ
り
と
て
純
粋
な
法
そ
の

も
の
を
切
離
し
て
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

乙
れ
は
、
法
身
と
応
化
二
身
と
の
関
係
を
〈
法
〉
の
観
点
に
還
元
し
て
み
る

と
よ
く
わ
か
る
ζ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

さ
き
に
三
身
の
概
説
で
〈
応
身
〉
は
第
一
義
諦
を
菩
薩
の
た
め
に
説
き
、
〈
化
身
〉
は
衆
生

の
機
根
等
に
応
じ
て
、
種
々
に
説
法
す
る
と
あ
る
か
ら
、
前
者
が
第
一
義
一
諦
の
窓
口
薩
蔵
、
後
者
を
〔
世
俗
一
諦
の
〕
八
万
四
千
の
法
門
、

つ
ま

こ
と
で
、

そ
れ
が
仏
の
利
他
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
応
化
二
身
が
〈
所
説
法
〉
(
骨
怠
ロ
阻
害
虫
自
由
〉
を
体
と
す
る

乙
れ
は
「
宝
性
論
」
が
〈
如
来
蔵
〉
の
本
質
論
と
し
て
〈
法
身
〉
〈
真
如

V
〈
如
来

り
戸
開
・
縁
覚
の
た
め
の
所
説
の
法
と
考
え
る
乙
と
が
出
来
る
。

「金光明経』の如来蔵説

性
〉

(
S吾
削
官
g
m
O
R邸
、
如
来
の
種
性
「
仏
性
」
)

の
ざ
一
種
自
性

(
E
i
ι
Z
2阻
害
皆
忠
告
立
て
、

そ
の
〈
法
身
〉
を
説
明
し
て
〈
所
証

法
〉
(
白
書
紅
白
白
石
書
記
吉
田
)
と
〈
所
説
法
〉
に
分
け
、

後
者
を
さ
ら
に
二
分
し
て
ご
味
」
な
る
窓
口
薩
蔵
と
、

「
種
々
異
味
」
な
る
十
二

分
教
と
し
て
い
る
の
と
正
し
く
呼
応
す
る
。
し
か
も
「
宝
性
論
」
は
〈
所
証
法
〉
を
「
清
浄
な
る
法
界
」
(
舎
同

B
E
E
E
F
-
-
m
B
E
E
-各

1
2
2
広口島内容白色同岡田口出血仏町削苫)、

〈
所
説
法
〉
を
「
そ
の
等
流
」
と
規
定
し
て
い
る
。

「
法
界
」
は
一
応
〈
真
如

V
と
同
義
と
み
て
よ
い

か
ら
、
本
経
が
い
う
〈
真
如
〉
は
〈
所
証
法
〉
に
ほ
か
な
ら
ず
、

そ
れ
故
に
「
自
利
」
を
現
わ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と
、
会

適
さ
れ
る
。

さ
ら
に
「
宝
性
論
」
に
よ
る
と
、

ハ
所
証
法
V
K対
し
て
「
無
分
別
智
の
行
境
」

(
号
待
曲
目
唱
と

B
E向
。

S
S
4宮
古
)
と
説
明
し
て
い
る

か
ら
、

そ
れ
か
ら
類
推
す
る
と

〈
所
説
法
〉
は
「
後
得
智

(
S
G
主
E
E
E
E
B
E白
)
の
領
域
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、

智
に
関
し
て
も

自
利
と
利
他
の
二
面
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、

〈
所
説
法
〉
は
、

〈
無
分
別
智
〉
に
よ
っ
て
き
と
ら
れ
た
法

85 

(
所
証
法
)
に
基
づ
き
〈
後
得
智
〉
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
利
他
の
業
を
な
す
。

な
い
(
さ
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、
説
法
は
な
い
)
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
故
、
利
他
業
は
智
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ

そ
こ
に
〈
無
分
別
智

VHH〈
真
如
智
〉
が
利
他
の
因
と
さ
れ
て
い
る
理
由
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も
ち
、
が
あ
る
。
結
局
、
法

(
H真
如
、
真
理
)
と
智
は
自
利
と
利
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
因
で
あ
り
つ
つ
、
両
者
と
も
に
自
利
と
利
他
の
両
側
面
を

た
だ
そ
の
利
他
の
面
(
所
説
法
と
後
得
智
)
が
、
か
り
に
、
応
化
の
二
身
に
よ
っ
て
顕
わ
さ
れ
る
、

そ
の
全
体
が
〈
法
身
〉
で
、

と
い
う
の
が
、
本
経
の
三
身
説
の
基
本
構
造
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
よ
う
。

乙
れ
は
全
く
『
宝
性
論
」
の
仏
身
論
と
同
一
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

前
半
の
曇
無
識
の
訳
に
は
ま
だ
現
わ
れ
ず
、
六
世
紀
後
半
の
真
諦
訳
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
。

「
金
光
明
経
」
と
「
宝
性
論
」
と
の
交
渉
で
あ
る
。

は
じ
め
に
の
べ
た
と
お
り
、

こ
の
口
聞
は
、

五
世
紀

た
だ
し
、
現
に
は
る
か
後
代
に

訳
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
異
本
二
系
統
と
し
て
乙
の
品
を
含
む
も
の
と
含
ま
ぬ
も
の
が
あ
る
以
上
、

「
ま
だ
」
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ

で
、
曇
無
識
の
当
時
、
乙
の
品
は
存
在
し
た
が
、
た
だ
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
だ
と
い
う
仮
定
も
、
全
く
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、

一応、

乙
の
部
分
が
、

曇
無
識
の
時
代
か
ら
真
諦
の
時
代
に
至
る
百
数
十
年
の
間
に
増
広
も
し
く
は
借
用
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が

常
識
的
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
こ
こ
の
法
身
の
説
は
、

『
宝
性
論
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
如
来
蔵
系
の
諸
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
、

「
宝
性
論
』
の
翻
訳
は
、
曇
無
識
と
真
諦
の
年
代
の
中
間
に
あ
た
る
六
世
紀
の
初
頭
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
分
別
三
身

品
」
の
挿
入
が
、

「
宝
性
論
』
成
立
以
後
で
、

そ
の
影
響
下
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
る
。

勿
論
、

逆

に
『
宝
性
論
』
こ
そ
は
『
金
光
明
経
』
の
説
を
土
台
に
、

そ
の
所
説
を
ま
と
め
た
の
だ
と
考
え
る
乙
と
も
出
来
る
が
、
同
論
は
そ
の
所
説

の
典
拠
に
関
し
て
は
極
め
て
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

『
宝
性
論
』
の
三
身
説
は
実
は
「
荘
厳
経

論
』
に
依
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
ち
ら
か
ら
の
直
接
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
る
。

乙
と
に
、
以
下
に
は
唯
識
の
三
性
説
や
ア
l
ラ
ヤ

識
の
名
も
出
る
の
で
、

い
ま
は
結
論
は
あ
と
ま
わ
し
に
し
、

一
応
「
宝
性
論
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

次
に
経
は
三
身
と
浬
築
の
関
係
を
論
じ
る
。
(
叩
九
日
)

す
な
わ
ち
、
応
化
二
身
を
所
依
と
し
て
(
:
古
宮
2
8
H
鉱
号
苫
)
〈
有
余
依
浬



築

V
が
、
法
身
を
意
趣
し
て
(
日
虫
色
向
。
E
Z
H
阻
害
芯
門
司
向
)
八
無
余
依
浬
奨

V
が
あ
る
と
い
う
。
有
余
依
は
、
ま
だ
肉
体
を
存
し
て
い
る

こ
と
だ
か
ら
、
応
化
二
身
が
有
余
依
で
あ
る
の
は
一
応
理
解
せ
ら
れ
る
。

つ
づ
け
て
、

こ
の
三
身
に
よ
っ
て
(
:
山
器
官
窓
口
ロ
S
H民
江
守
陪
)

諸
仏
以
〈
無
住
処
浬
繋
〉
(
名
門
丘
町
田

何
と
な
れ
ば
、

二
身
は
非
実
(
吐
血

D
E何
百
白
血
吋
日
ロ
宮
H

阻
害
虫
釦
)
で
、
仮
名
に
す
ぎ
ず
(
げ
宮
岡
田
宮
同

g
B
宮
H
M
M
H

丘
出
品
立
自
制
仲
門
担
)
、

し
た
が
っ
て
般
浬
繋
す
る
こ
と
な
く
、
法
身
は
こ
れ
ら
の
二
身

と
不
二
で
あ
る
か
ら
、
浬
繋
に
住
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、

と
い
ャ
つ
。

こ
れ
は
〈
無
住
処
浬
築
〉
の
説
明
と
し
て
は
他
に
類
が
な
い
。
内

容
上
、
二
身
は
利
他
の
た
め
に
世
間
に
あ
っ
て
は
た
ら
く
の
だ
か
ら
「
不
住
担
架
」
で
あ
り
、
法
身
は
出
世
間
で
煩
悩
滅
尽
だ
か
ら
「
不

『金光明経』の如来蔵説

住
生
死
」
と
い
う
こ
と
で
会
通
さ
れ
る
が
、
説
明
は
少
し
特
異
で
あ
る
。

こ
と
に
こ
の
経
自
身
、

こ
の
品
に
先
立
つ
「
如
来
寿
量
品
」
で

は
、
乙
れ
も
曇
無
識
訳
に
は
な
い
増
広
分
で
あ
る
が
、
数
種
の
十
法
を
も
っ
て
浬
般
市
論
を
麗
開
し
、

そ
の
中
で
「
如
来
行
」
の
特
色
十
種

の
第
一
に「由
於
生
死
、
及
以
浬
袋
、
証
平
等
故
、
不
処
流
転
、
不
住
浬
襲
。
」
(
(
ど
ち
ヨ
)

云
々
と
〈
無
住
処
浬
葉
〉
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
、
経
中
で
も
関
連
の
な
い
独
特
の
説
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
〈
無
住
処
浬
繋

V
は
一
般

に
は
、
生
死
渥
繋
の
不
二
と

「
智
に
よ
っ
て
生
死
に
止
ま
ら
ず
、
悲
に
よ
っ
て
浬
築
に
住
せ
ず
」
と
い
う
菩
薩
の
あ
り
方
と
し
て
説
か

れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
経
は
、

身
の
成
就
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
と
し
て

コ
遍
計
所
執
」
等
の
「
三
性
」

(
S
Z
Z口
忠
弘
岡
田
口
B
U
E目白
wgsu
三
相
)
に

つ
い
て
の
凡
夫
の
無
理
解
を
あ
げ
、
ま
た
、

「
三
心
」
(
同
E
S
宮

Hmg
官

m
E
B
H
d同日
i
w
E白
)
の
退
治
に
よ
っ
て
、
一
ニ
身
が
そ
れ
ぞ
れ

ち7

に
現
ず
る
と
説
く
。
品
目
)
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こ
こ
で
、

「
三
性
」
(
「
一
ニ
相
」
)
は

一、

ω思
惟
分
別
相
、
凶
遍
計
所
執
相
、
同

-
E
B
Z
S唱
宮
乞

B
Z
Eロ回目品

(MH
同混同時
FS目立
S
E
E
r
s白)

二、

ω依
他
起
相
1
川
、
同
h

州
各
自
雪
山
内
H
V
E
向日

B
Z
Eロ
国
広

(
U
宮
B
E
E
S
-
-島
明
白
口
同
)

三
、
川
成
就
相
1
川
、
制

U
1
0
Z
E
m
E
V
H
U品目

B
Z
Eロ
巳
仏

(
H
宮門町岡山
8
E
S
S
E
E副
官
)

で
、
唯
識
説
の
い
う
コ
一
性
説
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
「
三
心
」

一
、
起
事
心
、

E
O田
宮
-
曲
目
己
ロ
ぬ
官
官
同
ロ
白
日
同
福
岡
な
田
宮

(
H
J
S
E
U
3
4
3氏
自
三
百
宮
山
事
物
に
お
い
て
は
た
ら
く
識
、
転
識
)

二
、
依
根
本
心
、

-EHH
阿
佐
ご
白
何
回
白
田
宮
宮
M
L
仏
(
H
S
E
U
1忠岡山富
EB白
E
田
ア
l
ラ
ヤ
に
依
止
す
る
マ
ナ
ス
〔
意
〕
)

三
、
根
本
心
、

w
ロ
ロ
阿
佐
山

E
曲
目
官
同
和

g
宮
(
』
出
血
苫
4
C
凶削

E
ア
l
ラ
ヤ
識
)

(
日
一
一
一
識
)
は
、

で
、
八
識
を
前
六
識
と
意
と
ア

l
ラ
ヤ
識
の
三
種
(
そ
れ
ぞ
れ
、

識
・
意
・
心
に
対
応
、

合
せ
て
心
意
識
と
も
い
う
。
)
に
分
け
た
も
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、

、

「
二
種
の
道
を
行
ず
る
こ
と
」

(
Z
B
阻害
O品
宮
内
U
m
H
H
J
H官
官

g
q包
S
E
)
(
「
諸
伏
道
」
)
に
よ
っ
て
、

ー---，

起

事
心
」
を
な
く
し
て
化
身
吾
現
じ
、

一、

「
〔
煩
悩
を
〕
断
つ
道
」

(
m
g品
宮
笠
宮
B
)
(
「
法
断
道
」
)
に
よ
っ
て
「
依
根
本
心
」
を
減
し

て
、
応
身
を
現
じ
、

「
最
勝
道
」

(
g
n
F
c
m
Z
H伺
苫
ご
】
白
E
E
B
H
J白
S
B雪
山
吉
苫
EB削
円
ぬ
と
に
よ
っ
て
「
根
本
心
」
を
減
し
て
、
法
身
を

(

U

)

(

刊

以

)

「
荘
厳
経
論
」
や
「
仏
地
経
」
の
四

乙
れ
は
一
一
穫
の
「
転
識
得
智
」
す
な
わ
ち
ハ
転
依
〉
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、

現
ず
る
と
す
る
か
ら
、

智
説
と
は
別
で
、

こ
れ
以
上
の
説
明
が
な
い
の
で
、
三
道
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

次
は
ま
た
三
身
の
比
較
で
、

第
一
に

(
由
。
)
、

化
身
は
諸
仏
と
「
事
」
(
由

3
a
z
H
E々
と
に
お
い
て
同
じ
で
あ
り
、

応
身
は
そ
の

「意」

(
t
c
E
宮
H
削品目
u

互
に
お
い
て
同
じ
、
法
身
は
諸
仏
と
「
体
」
(
由
吉
川
H
E
E
)
を
等
し
く
す
る
。
化
身
は
多
種
、
応
身
は
一
種
(
会

衆
古
田
円

Z
E
の
意
楽
が
一
つ
で
あ
る
か
ら
)
、

法
身
は
相
境
界
を
超
え
て
い
る
か
ら
不
一
不
具
で
あ
る
と
説
き
、
ま
た
、
化
身
は
応
身
に



依
り
、
応
身
は
法
身
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
が
、
法
身
は
「
真
実
有
で
あ
っ
て
更
に
も
と
づ
く
と
乙
ろ
な
し
。
」

ま
た
、
常
・
無
常
に
関
し
て
言
う
と
(
叩
叶
)
、
化
身
と
応
身
は
そ
れ
ぞ
れ
、

そ
の
役
目
に
応
じ
て
相
続
不
断
で
あ
る
が
、
根
本
〈
何
回
V
町

同
司

5MM同
日
間
田
宮
内
宮
)
で
は
な
い
の
で
用
が
完
成
す
れ
ば
顕
現
せ
ず
、

こ
れ
に
対
し
、
法
身
は
、

し
た
が
っ
て
無
常
で
あ
る
。

「
行
法

(eag
ぴ志向同

W
1
n
v
g
H
g告白
E
S角田
EHHHg巴
)
で
は
な
く
、
種
々
の
異
相
も
な
く
、
根
本

(HZ白
Z
H自
己
白
)
か
っ
、
基
礎
た
る
も
の

(
向
島
町
寝
耳
宮
H
剖
告
白
色
白
)
で
あ
る
か
ら
、
虚
空
の
ご
と
く
、
従
っ
て
常
で
あ
る
。
」
(
宏
一
切
・
N
U
・
ω
・∞

t
品・
H
)

そ
し
て
、
三
身
の
総
説
で
述
べ
ら
れ
た
法
身
の
説
明
と
呼
応
し
て
、

『金光明経』の如来蔵説

「
〈
無
分
別
智
〉
を
離
れ
て
聖
智
(
若
宮
官
官
官
官
宮
朋
H
凶
円
宮
古
削

S
「
勝
智
」
)
な
く
、

八
真
如
の
法
〉

(
S
S
S削
・
品
目
高
司
自
陣
)
を
離
れ
て
、

不
一
一
小
異
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
故
、

す
な
わ
ち
、
〈
法
の
真
如
〉
と
〈
智
の
真
如

V
G
E
g
a
g
p白
鼠
〉
と
い
う
、
二
つ
の
真
如
の
真
如
は

法
身
は
智
の
清
浄
(
吉
宮
曲
目
白
S
U
R
E
m
宮

H
B苦闘
i
z
E
E
)
と
断
の
清
浄
(
由
官
官
官
自
曲
目

そ
の
余
の
行
境
は
な
く
、
し
か
も
乙
の
両
者
、

富
岡

E
m
宮

H
同U
S
E
S
-三
宮
内
E
E
)
と
の
故
に
、
清
浄
を
成
就
し
た
も
の
(
円

E
B
Z円
E
m
富
岡
】
V
E
ロ
E
B
恩師
V
O旬
静
岡
出

H
2同宮内呂田回目
g
l

自
宮
ロ
ロ
由
)
と
よ
ば
れ
る
。
」
(
一
品
)
匂
・
N
U
W
P
H
I
ω
)

「
智
と
断
の
清
浄
」
と
は
、
お
そ
ら
く
、
苦
の
遍
知
と
苦
の
因
た
る
煩
悩
の
断
除
に
よ
る
清
浄
で
、

「
断
」
は
ま
た
、
煩
悩

と
い
切
っ
。

こ
れ
は
『
宝
性
論
」
〈
菩
薩
〉
を
論
じ
る
第
二
章
の
は
じ
め
で
、
そ
の
自
性
を
説
い
て
、

ハ
日
〉

断
を
特
質
と
し
」

c
g
Sも
お
冨
宮
内
田
司
書
曲
目
白
w
g宮
ヨ
〔
宮
内
E
Z
H
S
E〕
)
と
言
っ
て
い
る
の
と
呼
応
し
て
い
る
。

「
智
と
ニ
障
の

所
知
二
障
の
断
で
も
あ
ろ
う
。

乙
の
あ
と
、
経
は
応
化
二
身
に
つ
い
て
、

四
句
分
別
に
よ
っ
て
仏
身
を
分
類
し
、
(
叩
∞
)

ー
、
化
身
非
応
身

l

B

諸
如
来
の
般
浬
繋
後
、
願
力
に
よ
り
、
運
命
に
応
じ
て
利
益
を
な
す
。

2
、
応
身
非
化
身
|
|
地
前
身

89 

3
、
化
身
亦
応
身

l
l有
余
浬
繋
身
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4
、
非
化
身
非
応
身
l
l
I
法
身

と
す
る
。

乙
の
「
地
前
身
」
(
由
品
目
色
白
円
。
ご
見
回
目
浜
口
)
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
法
身
の
、
応
化
と
異
る
面
を
説
く
つ
も
り
か
、
経
は
つ
づ
け
て
、
無
二
の
顕
現
と
し
て
の
法
身
の
説
明
に
及
ぶ
。

こ
れ
は
法
身
の

本
質
論
で
、
さ
ら
に
冒
頭
に
引
用
し
た
〈
如
来
蔵
〉
に
言
及
す
る
箇
所
に
ま
で
連
続
す
る
。
経
の
意
図
と
し
て
は
区
切
り
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
主
題
は
自
ら
修
道
論
に
入
っ
て
行
く
の
で
、

乙
こ
で
節
を
改
め
て
お
乙
う
。

四

法
身
が
「
無
二
の
顕
現
」
、
無
こ
を
顕
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
(
叩
由
)
法
身
に
は
、
相

(
B
Z
Eロ
虫
色
H
】
白
骨
包
宮
)
と
相

処

(
g
g
Eロ
凶
広
回
円
三
宮
E
H
A鳥
羽
白
)
、
有
無
、

一
異
、
数
非
数
、
明
闇
等
の
相
対
す
る
二
者
が
な
く
、
ま
た
、
〈
真
如
の
智
〉
は
そ
れ

〈

U
〉

ら
の
二
見
相
対
を
見
る
こ
と
が
な
い
(
自
由
色
白
石
田
宮

H
S
S曲目白
V
B白
)
こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

こ
乙
で
、

「
相
」
と
「
相
処
」
は
上
で
推
定
し
た
よ
う
に
、
二
由
回
円
一
官
官
一
・
と

ニ喜一

43.
す
な
わ
ち
〈
能
相
〉
(
特
質
づ
け
る
も
の
)

〈
所
相
〉
(
特
質
づ
け
ら
れ
る
も
の
)
の
意
か
と
も
思
わ
れ
る
。

し
て
「
荘
厳
経
論
」
の
場
的
宇
参
照
す
れ
ば
、
〈
所
相
〉
は
一
切
法
で
、
〈
能
相

V
を
そ
れ
を
見
方
に
よ
っ
て
分
類
・
特
質
づ
け
る
も
の

こ
れ
は
そ
の
限
り
で
は
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

類
似
の
用
法
と

と
し
て
の
、
遍
計
所
執
・
依
他
起
・
円
成
実
の
三
性
会
一
相
)
を
さ
す
。
従
っ
て
、

よ
り
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
能
所
の
対
立
を
法
身
が

超
え
て
い
る
と
い
う
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、

こ
こ
で
〈
真
如
の
智
〉
が
特
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

は
じ
め
の
「
法
身
」
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
の
は
、

そ

の
う
ち
の
〈
法
の
真
如

V
と
し
て
の
法
身
、

つ
ま
り
、

法
そ
れ
自
体
と
し
て
の
側
面
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

法
身
そ
れ
自



体
、
能
所
の
区
別
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
能
所
の
区
別
を
見
な
い
。

経
は
「
境
界
清
浄
(
申
書
O
晶

司

丘

E白
S
U
R
E
m

匂
同

H
m
O白血門担・
4
依
白
色
品
目
H
同

)

こ
の
両
側
面
を
、

に
し
て
智
慧
清
浄
(
百
品
目
的

H
E
B
宮司

E
m
宮
H
B削
5
・4
0

)

」
と
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
境
界
」
と
「
智
慧
」
の
両
面
に
つ
い
て
、

(

同

)

「
滅
道
二
諦
の
根
元
(
何
回
毘
門
司
三

無
二
・
清
浄
で
あ
る
故
に
、

法
身
は
、

国
語
H
官
官

E
)
と
し
て
、
種
々
の
如
来
業
を
顕
現
す
る
。
」

経
に
説
明
は
な
い
け
れ
ど
も
、
「
境
界
」
と
し
て
の
法
身
が
、
〈
滅
一
諦
〉
す
な

わ
ち
、

さ
と
り
に
至
る
道
、
手
段
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

さ
と
り
の
目
標
で
あ
り
、

「
智
慧
」
と
し
て
の
法
身
が
、
〈
道
諦
〉
す
な
わ
ち
、

智
慧
の
力
が
さ
と
る
の
だ
が
、

そ
の
智
慧
の
力
は
ほ
か
な
ら
ぬ
〈
法
身

V
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『金光明経』の如来蔵説

乙
の
「
目
的
」
と
「
手
段
」
は
修
道
に
お
け
る
果
と
因
で
あ
る
。
従
っ
て
、
滅
道
二
一
諦
の
根
元
で
あ
る
と
は
、
法
身
が
因
位
・
果
位
を

通
じ
て
の
所
依
で
あ
り
、

つ
ま
り
、

さ
と
り
を
生
み
出
す
原
動
力
で
あ
る
と
い
う
乙
と
に
他
な

か
っ
、
因
か
ら
果
へ
と
い
う
は
た
ら
き
、

ら
な
い
。

「
慧
の
清
浄
」

H
〈
真
如
の
智
〉
つ
ま
り
〈
無
分
別
智
〉
は
、
さ
き
に
利
他
の
二
身
の
は
た
ら
き
を
生
む
根
元
と
さ
れ
て
い
た

が
、
乙
こ
で
は
そ
れ
が
八
道
諦
〉
の
根
元
で
、
因
位
に
あ
る
も
の
を
し
て
、
修
道
に
よ
っ
て
呆
位
、

さ
と
り
の
世
界
、
仏
位
に
至
ら
し
め

る
原
動
力
と
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
法
身
の
「
さ
と
り
に
至
ら
し
め
る
因
」
と
し
て
の
側
面
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
の
が
〈
如
来
蔵
〉
〈
仏

性

V
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

乙
乙
で
、
経
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
八
如
来
蔵

V
と
し
て
の
法
身
論
に
入
る
。

(

四

回

。

)

先
ず
は
じ
め
に
、
法
身
は
「
因
・
行
境

(
H
「
境
界
」
)
・
依
処
で
あ
り
、

か
つ
乙
の
根
本
自
体
に
依
止
す
る
と
乙
ろ
の
こ
果
で
も
あ
っ

て
、
不
可
思
議
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

乙
れ
は
叙
上
の
法
身
説
か
ら
考
え
て
、
自
ら
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
こ
果
」
と

91 

訳
し
た
の
は
チ
ベ
ッ
ト
の
£
昌
一
-
と
い
う
接
尾
辞
か
ら
判
断
し
た
の
で
あ
る
が
、

多
分
、
利
他
の
二
身
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
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思
わ
れ
る
。

乙
の
、
法
身
の
一
元
に
、
因
も
果
も
、
手
段
も
目
的
も
、
真
理
も
智
慧
も
、
自
利
利
他
の
如
来
の
業
も
す
べ
て
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
と

と
は
、

凡
慮
を
こ
え
て
不
可
思
議
で
あ
る
が
、

こ
れ
こ
そ
が
実
は
、

こ
の
経
説
の
眼
目
た
る
〈
如
来
の
甚
深
の
密
意
〉
な
の
で
あ
る
。

そ

し
て
、

そ
れ
が
〈
大
乗
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
こ
こ
で
い
わ
れ
る
。
ハ
大
乗
〉
は
「
滅
に
至
る
大
道
」
の
意
で
、
道
諦
と
し
て
の
法
身
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
、
八
如
来
の
自
性
〉
で
あ
り
、

か
つ
、

「
如
来
た
る
べ
き
因
」
と
し
て
、

ハ
如
来
蔵
〉
〈
仏
性
〉
で
あ

る
。
〈
如
来
蔵
〉
と
し
て
、
因
位
に
あ
る
衆
生
、
す
な
わ
ち
、
発
心
し
、
修
道
に
つ
と
め
る
衆
生
(
菩
薩
)

の
〈
初
発
心
〉
な
い
し
ハ
一

生
補
処
心
〉
と
し
て
顕
現
す
る
。

こ
ζ

で
、
〈
初
発
心
〉
以
下
の
四
種
心
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、

菩
薩
の
四
種
の
階
位
、

す
な
わ
ち
、

-
初
発
心
、

2
行
道

(
B司
書
同
即
位
i

明白ロロ白)、

3
不
退
転
(
雪
印
守
白
立
保
曲
)
、

4
一
生
補
処
に
対
応
す
る
。

次
の
「
金
剛
除
三
昧
」
は
同
じ
く
菩
薩
の
階
位
と
し
て
の
十
地
説

で
は
、
最
高
位
の
第
十
地
に
お
い
て
完
成
す
る
と
い
わ
れ
る
三
昧
で
、

こ
こ
で
は
ハ
一
生
補
処
心
〉
と
同
位
の
三
昧
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

一
生
補
処
の
位
を
す
ぎ
、
あ
る
い
は
、
第
十
地
を
超
え
れ
ば
ハ
如
来
地
〉
で
あ
り
、

そ
れ
に
相
応
す
る
の
が
〈
如
来
の
密
意
〉
で
、

こ
れ
は
果
位
た
る
も
の
。
す
で
に
仏
・
如
来
で
あ
る
か
ら
、

一
切
の
如
来
の
諸
徳
牲
が
具
備
さ
れ
、
発
顕
し
、

は
た
ら
き
を
も
っ
。
以
下

は
、
そ
の
如
来
の
諸
徳
性
(
仏
法
)

の
列
挙
で
、
経
ば
そ
れ
を
、
法
身
の
特
質
と
し
て
の
、
常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
に
ま
と
め
、
三
昧

と
智
の
は
た
ら
き
に
分
類
し
て
い
る
。

ζ

れ
を
図
示
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。



如
来

四
徳、

イム
徳、

H
i
l
a
-
-
常

法

身

i
l
一

一

r
o
i
l
-

我

一11
1
大
三
昧
:
・
楽
i
↓
首
拐
厳
等
の
一
一
一
昧
・
四
念
処
・
大
慈
・
大
悲
・
一
切
の
陀
羅
尼
・
六
神
通
・
自
在
力
・
平
等
法
の
摂
受

「
大
智
:
浄
|
↓
十
力
・
回
無
所
田
氏
・
四
無
礎
解
・
百
八
十
不
共
法
・
一
切
希
有
不
思
議
法

「金光明経」の如来蔵説

八
四
徳
〉
を
こ
の
よ
う
に
、
法
身
の
「
自
体
」
(
円

g
m山口
o
t
D

虫
色

HUmgE雪
印
)
と
、
法
身
の
も
つ
は
た
ら
き
と
も
い
う
べ
き
、
一
二
昧
と

(

げ

)

「
浬
葉
経
」
や
「
勝
重
経
』
に
は
じ
ま
る
〈
四
徳
〉
説
の
中
で
は
初
見
の
も
の
で
、

智
に
分
担
す
る
の
は
、

「
宝
性
論
』
に
お
け
る
信
解

等
の
四
因
と
の
対
応
と
も
ま
た
異
る
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

「
浄
」
と
挙
げ
た
も
の
の
原
語
も

J
口同
B
H】
号
皆
何
回
出

J
a
i
l

b

z円
同

aFIF--
で
、
通
常
の

a
b
口
氏
・
と
は
異
る
。

そ
し
て
、
八
四
徳

V
を
本
質
と
す
る
如
来
は

「
常
に
(
片
g
m
宮
門
)
安
楽
と
清
浄
に
お
い
て
自
在
力
を
得
て

(
S
E
f
v円
四
冊
目
訟
ロ
)
安
住
す
る
。
」
(
(
仏
)
℃
・

8
・
日
・
)

(
川
、
同
)

(
如
来
常
住
自
在
安
楽
清

浄

と
言
い
〈
我

V
(ア
l
ト
マ
ン
)
と
い
う
表
現
を
つ
か
っ
て
い
な
い
の
は
、
意
識
的
に
さ
け
た
も
の
か
。
漢
訳
を
み
る
と
「
自
在
」
が
そ

の
〈
我
〉
の
代
役
を
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

ま
た
、
仏
如
来
の
す
べ
て
の
徳
性
を
、
三
味
と
智
の
二
系
列
に
分
け
る
の
も
独
特
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
よ

(

四

)

「
百
八
十
不
共
法
」
は
「
無
上
依
経
』
に
あ
る
が
、
た
だ
そ
こ
で
は
、
四
念
処
や
十
力
・
四
無
所
畏
等
を
含
め
て
の
百
八

う
に
見
え
る
。

十
で
あ
る
。
三
昧
と
智
と
は
、

乙
の
よ
う
に
無
限
の
功
徳
を
生
み
出
す
こ
と
、
恰
も
「
如
意
宝
珠
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。

93 

こ
の
法
身
と
三
昧
と
智
慧
と
は
、

三
と
数
え
ら
れ
で
も
そ
の
実
体
は
な
く
(
乙
れ
は
上
来
の
法
身
説
か
ら
言
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
)
、
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一
一
切
相
を
超
越
し
、
分
別
を
こ
え
、
常
断
・
有
無
を
こ
え
て
〈
中
道

V
と
よ
ば
れ
、
不
増
不
滅
で
、
所
取
・
能
取
(
阿
片
品
百
ぬ
円
削
E
E
)
も
な

ぃ
。
乙
の
「
法
の
体
の
真
如
」

(
n
v
g
r
-
z
z包
含

σ岳
山
口
出
広

H
d
E
E与
E
S
E
E
g
「
法
体
如
如
」
)
は
、
ハ
解
脱
処
〉

(
H
5
5

宮
町
民
同
O
H
E官
官
白
田

H
J
E長昨日
HV白
骨
)
で
あ
り
、

た
だ
、
諸
仏
・
諸
菩
薩
の
み
の
所
住
処
で
あ
る
。
(
蜘
己
)

乙
の
法
身
に
至
ら
ん
が
た
め
に
人
は
修
行
す
る
。

(
m
H
N
)

そ
れ
は
あ
た
か
も
人
が
金
を
求
め
て
、

金
鉱

(mS円
関
三
由
V
S
S
Fロ
H
g

-m
曲
V
S
B
H首
S
Z宮
吋
)
を
探
し
、

そ
の
精
(
由
m
g
H
5
H印刷
HE)
を
取
り
出
し
て
精
錬
し
、

さ
ら
に
こ
れ
を
細
工
す
る
が
、
金
は
そ
の
性
不

改
で
あ
る
(
円
S
E
E
E
虫
色
巳
自
由
廿
何
百
円
円
。
)
ご
と
く
で
あ
る
。
法
身

(
H
H
如
来
蔵
)
も
そ
れ
と
同
様
、
修
行
を
通
じ
て
浄
化
さ
れ
る

カヨ

本
性
清
浄
で
、

そ
の
不
変
の
本
牲
が
顕
わ
れ
出
る
の
だ
と
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
浄
化
・
陶
拾
の
過
程
を
、
経

lま

「
正
法
ぞ
聴
聞
し
、
清
浄
を
求
め
る
」
者
が
、
如
現
に
作
意
し

(
z
z
-
Z
H
M
S
E
U
L品
目
白
ず
Z
E
H
3
E
Z
B自由回目
E
E
)
発
心
修

行
し
、
精
進
し
て
、

一
切
の
罪
障
・
不
善
業
務
」
除
き
、

一
切
の
学
処
(
訟

-a副
官
円
四
白
)
に
お
い
て
、
不
尊
重
、
持
悔
心
を
除
い
て
初
地
に
入

り
、
以
下
、
順
次
に
諸
障
を
地
の
次
第
を
お
っ
て
破
り
、
十
地
に
至
る
と
説
く
。

そ
し
て
、
第
十
地
に
お
い
て
、

「
一
切
の
所
知
障
(
』
出
o
z
g
g世
田
)
を
破
り
、
ア
l
ラ
ヤ
識

(
W
ロ
ロ
向
田
E

E白
日
宮
町
珍
印
刷
出

H
削
E
E
i
B
E
P
山
「
本
心
」
、
山
「
根
本
心
」
)

を
破
っ
て
、
〈
如
来
地
V
(宮
各
仰
向
山
富
喜
由
民
二
)
に
入
る
c
」((品
)ω0
・印・

ω
t
b

修
行
の
過
程
を
心
の
浄
化
の
次
第
と
し
て
、
金
や
宝
石
の
精
錬
に
た
と
え
る
の
は
、

(
m
u
 

用
諸
経
な
ど
を
と
お
し
て
、
な
じ
み
深
い
警
除
で
あ
る
。
た
だ
し
、
十
地
に
対
す
る
諸
障
の
配
当
は
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

「
十
地
経
」
そ
の
他
、

「
宝
性
論
」
に
お
け
る
引

さ
て
、

こ
の
ハ
如
来
地

V
は、

煩
悩
・
苦
・
相

(
Z
m
v
g
g同
H
E
8
5曲
)
の
清
浄
の
故
に
「
極
清
浄
」

(
2
4
5込
書
と
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
る
。
(
由
民
)



こ
こ
で
は
、
金
と
水
と
空
の
厳
守
冒
険
に
よ
っ
て
、
煩
悩
等
が
除
滅
さ
れ
て
も
、

そ
れ
は
法
身
の
無
を
意
味
し
な
い
こ
と
が
説
か
れ
る
。

習
気
を
も
残
り
な
く
除
滅
し
て
、
仏
の
自
性
た
る
清
浄
性
(
印
包
目
指
吉
田

E
込ロ

o
g
訟仏

門
口
担
ヨ
匂
虫
色
白
一
向
百
四
日
仏
H
J戸《
E
E
Z白
VEg-三
宮
仏
門
在
日
仲
間
)
が
現
わ
れ
出
た
す

E
ロ
冨
同
ぬ
百
円
宮
)
の
で
あ
っ
て
、
品
開
、
と
な
る
の
で
は
な

「
法
身
も
ま
た
、
種
々
な
る
煩
悩
と
苦
集
を
除
去
し
、

ぃ。」((串)℃・

ω
0
・
ω
・寸

t
∞)

(
如
是
法
身
、
与
煩
悩
離
、
苦
集
除
己
、
無
復
余
習
。
為
顕
仏
性
本
清
浄
故
、
非
謂
無
体
。
)
(
凶
)

「
中
辺
分
別
論
ν
が
空
性
の
分
別
に
お
い
て
用
い
て
い
る
も
の
で
、
八
本
性
清
浄
〉
と
〈
離
垢
清
浄
〉
の
関
係
を
よ
く

こ
の
三
除
は
、

『金光明経』の如来蔵説

示
し
て
い
る
。

経
は
さ
ら
に
、
夢
中
の
所
見
を
居
冒
険
と
し
て
、
妄
想
分
別
を
滅
尽
し
て
も
、
心
(
印
叩
自
由
H

口
富
田
「
覚
L
)

自
体
は
の
こ
る
ご
と
く
、
〈
法

界
〉

(
B
R
E
E
Z
E
)
は
煩
悩
の
不
生
の
故
に
「
清
浄
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
「
諸
仏
の
真
実
身

(
3
D
E何
百
広
島
ロ
H

J
E
S宮
古
)
は
無
で
は
な
い
よ
と
い
う
。
〈
法
界
〉
と
い
う
語
が
は
じ
め
て
出
て
来
た
が
、

こ
れ
は
法
の
根
元
と
し
て
の
法
、
す
な
わ

論
」
に
お
い
て
)
、

こ
こ
で
い
う
〈
法
の
真
却
〉
に
あ
た
る
も
の
(
四
智
の
よ
り
ど
こ
ろ
)
の
名
と
し
て
用
いそ
らの
れ典
て拠
いと
る五し
O~ 1:.こ

'""'ll 

荘
厳
経

ち
、
〈
真
如
〉
ハ
法
性
〉
と
同
義
で
あ
る
。

〈
清
浄
法
界
〉
は
「
仏
地
経
」
に
お
い
て
(
ま
た
恐
ら
く
、

清
浄
の
問
題
の
最
後
に
、
経
は
再
び
三
一
身
と
の
対
応
に
言
及
す
る
。
(
閣
に
)

す
な
わ
ち
、
煩
悩
障
・
業
障
・
所
知
障
の
三
障
の
浄
化

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
応
・
化
・
法
三
身
を
出
現
す
る
と
い
い
、

そ
れ
を
ま
た
、

根
本
か
ら
枝
末
へ
の
順
序
で
〈
本
性
清
浄
〉
(
同
包

宮
E
E
円E
H
H
H
U
白
『
島
高
官
日
間

v
g
w
Eユ
宮
内
田
島
町
山
)
の
故
に
法
身
、

〈
智
の
清
浄
〉
に
よ
っ
て
応
身
、

ハ
三
昧
の
清
浄
〉
に
よ
っ
て
化
身
が

現
ず
る
、
と
い
い
、

95 

「
乙
の
一
二
種
清
浄
は
、
〈
法
の
真
如
〉
〈
不
異
の
真
如
V
G
m
v
g
自
由
三
ロ
宮
EJ
含

Z
Eロ
虫
色

H
S
B
E
E
E任
問
岱
)
〈
一
味
の
真
如
〉
(
円
。
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畑
町
口
問

m
H】
岳
山
倉
吉
宮
山
口
出
向
仏
HH
岳白

g
g
s件
。
)
八
解
脱
の
真
如
〉
(
円
ロ
白
B
H
M
R
唱
。
-
一
切
陣
営
色
町
宮
窓
口
忠
品
H
i
S
E
E
-
み
。
)
八
究
克
の
真
如
〉

(
B骨
F
E
E
S
宮
宮
内
回
目

σ田
町
四
ロ
虫
色
HHH)
副司

g
g
-件
。
)
で
あ
る
か
ら
、
諸
仏
は
無
差
別
で
あ
る
。
」

と
結
ん
で
い
る
。

以
上
、
〈
さ
と
り
を
可
能
な
ら
し
め
る
因
と
し
て
の
法
身

V
(日
如
来
蔵
)
は
、
法
身
の
自
体
と
、
三
昧
と
智
と
い
与
ユ
ニ
面
の
構
造
を

も
ち
、
三
種
清
浄
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

最
後
に
経
は
、
如
来
を
自
分
の
大
師
と
思
い
信
ず
る
も
の
は
、

以
上
の
ご
と
く
如
来
身
を
観
察
す
べ
く
、

ハ
法
界

V
と
〈
真
如
〉
と

八
正
智

V
の
清
浄
を
ハ
真
実
性

V
(可
E
E
m
E
2
a
H耳
目
芝
山
)
と
〈
正
智

V
Q
E
E
m
官
官
官

bomHugs苫
m
B智
白
)
と
八
一
諦

V
の

相
と
み
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
〈
聖
見

V
(若
宮
崎
田
宮
E
M川
区
官
官
H
削与白血
2
E
E
)
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
真
実
な
る
方
法
に
よ
る
見
仏
」

(
E
P
E
m
z
z
g
宮
E
Z
V巳

E
g
E
認可

g
g
s
g
σ
白
)
と
よ
ば
れ
る
と
い
う
。
(
曲
目
)

つ
い
で
、

か
く
〈
法
の
真
如
〉
を
見
た
も
の
は
、
生
老
死
な
く
、
寿
命
無
限
で
あ
る
等
の
功
徳
を
と
き
、
ま
た
、
如
来
所
説
の
功
徳
、

と
く
に
こ
の
「
金
光
明
経
」
持
経
の
利
益
を
説
き
、
流
通
分
と
す
る
。
(
叩
呂

I
H
∞)

五

以
上
、
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、
再
び
、

こ
の
「
分
別
三
身
品
」
の
成
立
に
関
し
て
考
察
し
て
お
く
と
、

「
金
光
明
経
』
が
元

来
、
信
者
に
と
っ
て
は
か
な
り
身
近
な
警
除
草
を
通
し
て
、
ま
た
、
陀
羅
尼
、
明
呪
等
の
請
唱
を
と
お
し
て
、
諸
仏
如
来
の
現
世
利
益
的

な
功
徳
を
説
く
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

い
わ
ば
そ
の
理
論
的
な
裏
付
け
の
よ
う
な
恰
好
で
、
前
半
の
部
分
に
、
新
ら
し
い

諸
品
の
追
加
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
で
も
、
特
に
こ
の
品
は
、
如
来
寿
量
を
説
く
第
二
品
末
の
、
浬
奨
ー
に
関
す
る
増
広



分
と
並
ん
で
、
最
も
重
要
な
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
元
来
の
経
作
者
と
は
全
く
別
の
人
々
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
品
は
内
容
の
ま
と
ま
り
と
い
う
点
で
は
最
高
の
も
の
で
、
む
し
ろ
、

そ
の
性
格
上
、
〈
経

V
と
い
う
よ
り
も
〈
論
〉
に
近
い
も
の

で
、
そ
の
点
、
ハ
清
浄
法
界
〉
と
〈
四
智
〉
と
〈
転
依
〉
を
も
っ
て
〈
仏
地

V
J伝
説
明
す
る
「
仏
地
経
」
と
好
一
対
で
あ
る
。
伊

〕

r】
J

、

手
J
J
J
1
L

教
理
的
に
は
「
仏
地
経
』
が
『
荘
厳
経
論
」
に
も
と
づ
き

唯
識
説
的
解
釈
で
一
貫
し
て
い
る
の
に
対
し
、

ζ

の
経
は
見
ら
れ
る
と
お

り
、
如
来
蔵
説
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

し
か
も
ア

i
ラ
ヤ
識
や
三
性
説
へ
の
言
及
も
あ
り
、

多
数
の
経
論
に
そ
の
山
山
典
を
求
め
ら
れ
る

点
、
教
理
の
ょ
せ
集
め
の
感
が
な
い
で
も
な
く
、
時
に
形
式
上
の
斉
合
を
求
め
る
あ
ま
り
、
三
身
へ
の
コ
一
障
の
配
当
や
三
心
と
の
関
係
な

『金光明経』の如来蔵説

ど
、
若
干
無
理
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
品
の
作
者
が
唯
識
説
に
通
じ
、

そ
し
て
恐
ら
く
は
「
宝
性
論
」
を
も
知
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぽ
間
違
い
あ
る
ま
い
。

(
幻
〉

ふ
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

最
後
に
、

乙
の
品
の
最
初
の
翻
訳
者
、
真
一
諦
に
関
連
し
て
、

か
れ
の
訳
書
に
は
〈
如
来
蔵

V
説
を
と

く
経
論
が
多
く
、

と
く
に
こ
の
思
想
に
深
く
通
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
〈
如
来
蔵
〉
説
は
ほ
と
ん
ど
「
宝
性
論
」
に
基
づ
く

も
の
で
、
時
に
は
原
典
に
な
い
も
の
を
、

か
れ
の
解
釈
と
し
て
挿
入
し
た
り
(
「
摂
大
乗
論
・
世
親
釈
』
)
、
あ
る
い
は
、

テ
キ
ス
ト
を
白

ら
作
っ
て
お
き
な
が
ら
他
に
仮
託
し
た
り
(
「
仏
性
論
』
)
、

い
ろ
い
ろ
と
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。

経
典
で
は
「
宝
性
論
」
の
焼
直
し
で

あ
る
こ
と
の
歴
然
た
る
「
無
上
依
経
」
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
場
合
か
ら
の
類
推
で
、

こ
の
「
分
別
一
ニ
身
口
巴
を
含
む
数
品
も
、
何
か
翻
訳

に
際
し
て
の
カ
ラ
ク
リ
が
あ
る
か
と
考
え
て
も
み
た
が
、

こ
の
経
に
は
漢
訳
と
無
関
係
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
あ
る
し
、
内
容
も
、
必
ず
し
も

こ
の
場
合
は
、
忠
実
な
る
翻
訳
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

真
一
諦
の
伝
え
、
主
張
す
る
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来
蔵
〉
説
の
と
お
り
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は
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い
の
で
、

う
す
る
と
逆
に
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く
と
も
「
無
上
依
経
』
に
関
し
て
は
、

あ
る
い
は
他
に
経
作
者
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
直
す
余
地
も
出
て
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来
た
。

こ
の
五
、
六
世
紀
の
頃
は
、
論
典
を
土
台
に
し
た
ハ
論

V
的
な
〈
経
〉
が
盛
に
作
ら
れ
た
も
の

し
か
し
、
誰
が
作
っ
た
に
せ
よ
、
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ま
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ま
だ
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査
す
れ
ば
、

こ
の
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す
る
大
乗
経
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は
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あ
る
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で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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『金光明経・分別三身品J諸訳対照表

(注7参照)

(1) No. 664 (2) No. 665 (4) 北京版 J. N. 

362 c 10 408b 3 28.2.8- 201.1 

~.2 362 C 18 408b 10 28.3.4- 201.13 

~. 3 363 a 12 408c" 28.4.7- 202.24 

~.4 363b 7 409a 2 29.1.5- 203.29 

&. 5 363 b 15 409 a 11 29.2.2- 204.20 

~. 6 363b 27 409 a 24 29.2.8- 205.8 

~. 7 363 c 5 409b 3 29.3.5- 205.25 

~. 8 363 C 17 409 b 17 29.4.3- 206.16 

363 C 23 409 b 23 29.4.7- 206.30 

き.10 364 a 1 409 c 2 29.5.4- 207.10 

364 a 19 409 C 21 30.1.6- 208.13 

~.12 364 a 25 409 C 28 30.2.2- 208.26 

364 b 21 410 a 19 30.3.4- 209.29 

~.14 364 c 6 410b 7 30.4.4- 210.25 

~.15 3氾4C 13 410 b 14 30.4.8- 211.8 

~.16 365 a 5 410 c 8 31.1.3- 212.7 

~.17 365 a 15 410 C 17 31.2.1- 212.25 

~.18 365 a 25 411 a 1 31.2.6-3.7 213.11 




